
平
成
二
十
年
三
月
に
全
宗
協
設
立
二
十
年

時
代
に
向
け
て
の
「
改
革
・
革
新
」
仕
上
げ
の
好
機

記
念
事
業
実
施
の
た
め
実
行
委
員
会
設
置
構
想
も

全
宗
協
は
平
成
二
十
年
（
二
〇
〇

八
）
三
月
に
設
立
か
ら
二
十
年
と
い

う
大
き
な
節
目
を
迎
え
る
。

設
立
以
来
、
仏
壇
仏
具
等
宗
教

用
具
業
界
の
発
展
と
振
興
を
目
指

し
て
歴
史
を
重
ね
て
き
て
い
る
わ

け
だ
が
、
設
立
二
十
年
を
前
に
し

て
全
宗
協
内
で
は
記
念
事
業
の
話

も
出
て
お
り
、
そ
の
た
め
の
実
行

委
員
会
を
つ
く
る
計
画
が
議
題
と

な
っ
て
き
て
い
る
。

全
宗
協
は
、
昭
和
六
十
三
年

（
一
九
八
八
）
三
月
二
十
四
日
に
全

日
本
宗
教
用
具
協
同
組
合
と
し
て

通
商
産
業
省
（
現
・
経
済
産
業
省
）

か
ら
設
立
認
可
さ
れ
た
。
設
立
ま

で
に
至
る
歴
史
は
別
掲
の
通
り
だ
。

設
立
以
来
、〝
時
代
の
ニ
ー
ズ
に

合
っ
た
組
織
へ
の
脱
皮
〞
を
旗
印

に
、
業
界
発
展
に
苦
闘
を
重
ね
て
き

た
。
し
か
し
な
が
ら
設
立
時
に
三
百

七
十
七
名
を
数
え
た
組
合
員
は
減
少

し
つ
づ
け
、
一
時
は
二
百
七
十
名
ま

で
落
ち
込
む
と
い
う
苦
境
に
立
た
さ

れ
た
。
幸
い
平
成
十
六
年
に
「
仏
事

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
資
格
制
度
」
が

ス
タ
ー
ト
し
た
の
を
機
に
増
強
に
転

じ
、
今
年
三
月
に
は
三
百
二
十
名
ま

で
復
活
し
た
。

そ
う
し
た
中
で
現
在
、
全
宗
協

で
は
昨
年
初
め
に
政
策
提
言
委
員

か
ら
提
出
さ
れ
た
答
申
に
沿
っ
て
、

「
仏
壇
マ
イ
ス
タ
ー
制
度
の
創
設
」

「
青
年
部
・
女
性
部
の
創
設
」「
仏

壇
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
」「
仏
壇
コ

ン
テ
ス
ト
の
実
施
」
と
い
っ
た

様
々
に
つ
い
て
事
業
化
に
向
け
た

●全日本宗教用具協同組合の歩み

昭和12年（1937） 日本神仏具統制協会
昭和18年（1943） （社）日本神仏具統制協会
昭和19年（1944） 全国神仏具統制組合
昭和22年（1947） 全国宗教用具商工業協同組合
昭和22年（1947） 宗教用具商工会

（昭和24年に中小企業等協同組合法が施行される）
昭和26年（1951） 6月 （任）日本宗教用具協同組合
昭和28年（1953）10月 （任）日本宗教用具懇話会
昭和54年（1979） 4月 （任）全日本宗教用具組合連合会
昭和62年（1987）10月26日 全日本宗教用具協同組合の創立総会
昭和62年（1987）11月 1日 認可申請
昭和63年（1988） 3月24日 （法）全日本宗教用具協同組合が設立認可される

（設立認可時の組合員数は377人）
昭和63年（1988） 4月20日 設立登記（成立日）し、現在に至る

2面　 そよ風、春の全国研修会

3面　 委員会から

4面　 5月に通常総会、新規加入組合員

5面　 ひろば

6面　 わが社のイチオシ――新商品紹介

7面　 頑張ってます（地区協からの報告）

8面　 地区協議会の開催状況

話
し
合
い
が
行
わ
れ
て
い
る
。

全
宗
協
は
ま
さ
に
「
転
機
の
と

き
」「
改
革
・
革
新
の
と
き
」
に
入

っ
て
い
る
と
い
え
る
わ
け
で
あ
る

が
、
安
田
理
事
長
を
は
じ
め
と
す

る
全
宗
協
の
役
員
・
組
合
員
の
間

に
は
、「
設
立
二
十
年
と
い
う
節
目

の
年
を
改
革
・
革
新
の
仕
上
げ
の

好
機
と
し
た
い
」
と
の
決
意
が
み

な
ぎ
っ
て
い
る
。

安田松慶理事長

組
合
員
の
増
強
続
き
、
四
月
に
は
三
百
三
十
五
人
突
破
の
見
込
み

本
年
三
月
で
〝
お
た
め
し
会
員
制
度
〞
は
終
了

八
）三
月
二
十
四
日
に
協
同
組
合
と
し

て
設
立
認
可
さ
れ
た
。
そ
の
時
点
で
の

組
合
員
数
は
三
百
七
十
七
人
を
数
え
て

い
た
。
し
か
し
そ
の
後
、
減
少
傾
向
が

組
合
員
の
増
強
が
続
き
、
こ
の
三
月
末

時
点
の
組
合
員
数
は
三
百
二
十
人
と
な
っ

た
。
四
月
に
は
三
百
三
十
五
人
を
突
破
の

見
込
み
と
な
っ
て
い
る
。
全
宗
協
は
発
足

時
の
「
三
百
七
十
七
人
回
復
」
を
悲
願
と

し
て
い
る
が
、
そ
の
悲
願
達
成
が
視
野
に

入
っ
て
き
た
と
い
え
そ
う
だ
。

全
宗
協
は
昭
和
六
十
三
年（
一
九
八

全
宗
協
発
足
時
の
「
三
百
七
十
七
人
」
が
見
え
て
き
た
！

紙面から
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春
の
全
国
研
修
会
が
二
月
二
十

二
日
、
東
京
・
浅
草
の
浅
草
寺
（
聖

観
音
宗
総
本
山
）
で
行
わ
れ
、
七
十

名
の
組
合
員
が
参
加
し
た
。

一
行
は
本
堂
で
ご
祈
祷
を
受
け

た
後
、
ス
リ
ラ
ン
カ
の
国
立
寺
院

か
ら
仏
舎
利
を
勧
請
し
て
建
立
さ

れ
た
五
重
塔
、
さ
ら
に
日
頃
は
な

か
な
か
目
に
出
来
な
い
絵
馬
堂
内

部
、
そ
し
て
本
坊
「
伝
法
院
」
の

小
堀
遠
州
作
と
い
わ
れ
る
廻
遊
式

庭
園
な
ど
を
見
学
し
た
。
中
で
も

五
重
塔
の
壮
大
さ
、
歴
史
的
に
貴

重
か
つ
巨
大
な
絵
馬
の
数
々
に
は

誰
も
が
食
い
入
る
よ
う
だ
っ
た
。

研
修
会
に
先
立
ち
、
同
寺
会
議

室
で
事
業
委
員
会
な
ど
四
つ
の
委

員
会
、
そ
れ
に
続
い
て
役
員
会
が

開
か
れ
た
。
こ
の
中
で
は
、「
青
年

部
・
女
性
部
の
創
設
」
に
向
け
て

の
今
後
の
進
め
方
や
会
報
の
改
革

絵馬堂を見学。
巨大な絵馬に少なからずびっくり

広壮な五重塔に見入る

本坊「伝法院」の廻遊式庭園を散策

東
京
の
浅
草
寺
で
春
の
全
国
研
修
会

廻
遊
式
庭
園
や
絵
馬
堂
な
ど
を
見
学

ど
う
も
全
く
違
う
生
き
物
ら
し
い

―
―
男
性
と
女
性
は
。
今
や
私
た
ち

は
、
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
に
書
か
れ
た
す
べ

て
の
塩
基
配
列
を
知
る
こ
と
が
で

き
、
遺
伝
子
の
解
析
も
進
ん
で
き
て

い
る
。
画
像
技
術
の
進
歩
で
生
き
て

い
る
人
の
脳
を
覗
き
こ
め
る
よ
う
に

も
な
り
、
男
性
脳
と
女
性
脳
の
解
剖

学
的
な
違
い
だ
け
で
な
く
、
化
学
反

応
や
機
能
に
も
違
い
が
あ
る
こ
と
が

わ
か
っ
て
き
た
。
こ
こ
で
は
遺
伝
子

や
ホ
ル
モ
ン
や
脳
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を

詳
し
く
解
説
で
き
な
い
が
、
命
を
連

鎖
し
て
い
く
た
め
に
実
に
う
ま
く
男

女
は
補
い
合
っ
て
い
る
。

女
性
脳
は
、
同
時
並
行
型
と
で
も

言
お
う
か
、
赤
ち
ゃ
ん
を
守
り
な
が

ら
気
配
り
し
、
母
の
目
で
世
界
を
見

て
い
る
優
れ
た
共
感
脳
を
持
っ
て
い

る
。
命
や
環
境
に
敏
感
で
平
和
を
望

み
共
生
し
よ
う
と
す
る
の
は
母
な
る

女
性
脳
の
世
界
観
の
せ
い
だ
。
左
右

の
脳
を
フ
ル
に
使
っ
て
会
話
し
、
お

互
い
理
解
し
よ
う
と
共
感
し
な
が
ら

会
話
を
楽
し
む
。
母
の
目
線
で
人
に

対
し
て
も
寛
容
、
包
容
力
が
あ
る
の

は
子
供
を
産
み
育
て
る
性
だ
か
ら

だ
。
争
い
を
避
け
、
和
を
大
切
に
す

る
。一

方
、
男
性
脳
は
集
中
型
・
直
列

型
で
、
言
語
中
枢
の
あ
る
左
脳
を
使

っ
て
会
話
を
す
る
こ
と
か
ら
、
対
話

と
い
う
よ
り
伝
達
言
語
、
目
的
の
あ

る
会
話
に
意
義
を
感
じ
る
よ
う
だ
。

規
則
性
の
理
解
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す

る
力
、
集
中
力
、
空
間
認
識
力
な
ど

は
子
孫
、
つ
ま
り
自
分
の
遺
伝
子
を

守
る
た
め
に
獲
物
を
追
い
、
戦
う
た

め
に
都
合
の
い
い
脳
と
考
え
ら
れ

る
。
リ
ス
ク
を
恐
れ
な
い
パ
ワ
ー
は

人
類
に
大
き
な
貢
献
も
し
て
き
た
。

し
か
し
こ
れ
か
ら
は
、
地
球
的
規

模
の
食
料
、
資
源
、
水
、
環
境
な
ど

の
問
題
が
次
々
突
き
つ
け
ら
れ
、
個

人
化
し
て
ゆ
く
社
会
や
、
継
承
し
な

い
家
庭
、
男
女
の
あ
り
方
も
変
容
し

て
ゆ
く
に
違
い
な
い
。

他
の
命
の
犠
牲
の
上
に
成
り
立
っ

て
い
る
存
在
で
あ
る
こ
と
を
感
謝
し

祈
り
、
自
然
の
恵
み
を
受
け
取
り
な

が
ら
命
を
育
て
る
農
的
価
値
と
、
共

生
と
分
か
ち
合
い
が
入
力
さ
れ
た
女

性
脳
的
価
値
が
、
持
続
可
能
な
地
球

に
は
何
よ
り
も
大
切
だ
と
私
に
は
思

わ
れ
る
。

女
性
の
活
躍
は
、
男
性
に
と
っ
て

も
「
樂
で
得
」
な
の
だ
。

長
く
続
き
、
一
時
は
二
百
七
十
人
ま
で

落
ち
込
ん
だ
。
全
宗
協
は
こ
れ
に
歯
止

め
を
か
け
よ
う
と
、
会
員
増
強
委
員
会

（
保
志
正
之
委
員
長
）を
中
心
に
「
発
足

時
の
三
百
七
十
七
人
回
復
」
を
旗
印
に

か
か
げ
て
組
合
員
増
強
に
全
力
を
あ
げ

て
き
た
。

そ
の
一
つ
の
方
途
と
し
て
「
入
会
手
続

き
の
簡
略
化
」
に
踏
み
切
り
、
さ
ら
に
賛

助
会
員（
お
た
め
し
会
員
）制
度
を
導
入

し
、
組
合
加
入
へ
の
〝
呼
び
込
み
〞
を
図

っ
て
き
た
。
お
た
め
し
会
員
制
度
は
こ

の
三
月
で
終
了
し
た
が
、
お
た
め
し
会

員
か
ら
正
組
合
員
に
切
り
替
わ
っ
た
人

た
ち
が
多
く
出
た
こ
と
も
、
増
強
の
一

つ
の
要
因
と
な
っ
た
。

最
も
大
き
な
要
因
と
な
っ
た
の
は
、

平
成
十
六
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
「
仏
事

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
資
格
制
度
」
だ
。

制
度
の
発
足
が
メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
組
織

と
し
て
映
り
、
同
時
に
、
組
合
員
で
な

け
れ
ば
受
験
資
格
が
得
ら
れ
な
い
こ
と

も
あ
っ
て
、
組
合
へ
の
加
入
者
が
急
速

に
増
加
し
た
。

組
合
員
が
増
え
た
こ
と
で
、
理
事
定

数
は
一
名
増
の
四
十
七
名
（
四
月
一
日

付
）
と
な
る
こ
と
と
な
っ
た
。

研修会が終わった後、会場を移して懇親会。
情報交換に花が咲いた

五重塔をバックに
記念撮影

女
性
脳
的
価
値
観
の
時
代
へ

株
式
会
社
小
堀

取
締
役
　
小
堀
幸
子

小堀幸子さん
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「
薫
り
高
き
岡
、
高
岡
」
―
―
高
岡

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
き
ま
す
と
、

こ
の
よ
う
な
説
明
で
高
岡
の
Ｐ
Ｒ
文

が
始
ま
り
ま
す
。「
な
る
ほ
ど
…
…
」

と
、
自
分
が
生
活
し
て
い
る
「
高
岡
」

と
い
う
街
を
改
め
て
見
つ
め
直
し
て

み
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

加
賀
藩
二
代
藩
主
の
前
田
利
長
公

は
、
北
に
は
山
と
海
、
豊
か
な
平
野

を
悠
々
と
流
れ
て
い
く
「
関
野
」
と

呼
ば
れ
た
高
台
に
城
を
築
き「
高
岡
」

と
名
付
け
ま
し
た
。

利
長
公
は
こ
の
地
で
晩
年
を
送

り
、
そ
の
生
涯
を
閉
じ
、
三
代
藩
主

利
常
公
は
利
長
公
の
意
を
引
き
継

ぎ
、
こ
の
高
岡
の
地
を
商
都
と
し
て

育
て
上
げ
た
の
で
し
た
。

商
都
と
い
え
ば
、
高
岡
に
は
地
場

産
業
と
し
て
高
岡
銅
器
や
高
岡
漆
器

な
ど
が
あ
り
、
ご
存
知
の
と
お
り
、

仏
具
が
大
変
に
メ
ジ
ャ
ー
で
あ
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
仏
具
が
盛
ん
な
土

地
柄
だ
か
ら
こ
そ
、
私
ど
も
サ
カ
エ

金
襴
も
仏
具
装
飾
品
を
製
造
す
る
会

社
と
し
て
現
在
存
在
し
て
い
る
理
由

の
一
つ
だ
と
も
再
認
識
し
ま
す
。

北
陸
と
い
え
ば
、
ど
う
し
て
も
今

年
の
大
雪
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
、
日

本
海
地
方
は
寒
く
厳
し
い
雪
国
と
い

う
印
象
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
そ
の
厳
し
い
冬
が
明
け
る
と
、

高
岡
古
城
公
園
の
桜
も
満
開
に
な

り
、沢
山
の
花
見
客
で
賑
わ
い
ま
す
。

壮
大
な
伽
藍
配
置
様
式
を
誇
り
、

国
宝
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
高
岡
瑞

龍
寺
、
万
葉
集
に
も
詠
ま
れ
た
国
定

公
園
雨
晴
海
岸
、
さ
ら
に
は
万
葉
集

に
詠
ま
れ
た
神
の
山
と
呼
ば
れ
る
国

定
公
園
二
上
山
…
…
。
紹
介
し
き
れ

な
い
ほ
ど
の
沢
山
の
美
し
い
郷
土
の

誇
り
が
私
た
ち
の
身
の
回
り
に
あ
る

こ
と
を
、
日
々
の
疲
れ
の
中
で
忘
れ

か
け
て
い
る
の
は
、
本
当
に
〝
も
っ

た
い
な
い
〞
話
で
す
。

高
岡
は
、
三
年
後
の
二
〇
〇
九
年

（
平
成
二
十
一
年
）
に
は
『
高
岡
開

町
四
百
周
年
』
を
迎
え
ま
す
。

前
田
利
長
公
が
一
六
〇
九
年
（
慶

長
十
四
年
）
に
高
岡
城
に
入
城
、
そ

し
て
高
岡
の
町
を
開
い
て
か
ら
四
百

年
。
記
念
す
べ
き
節
目
の
年
に
は
、

き
っ
と
想
像
以
上
に
高
岡
は
活
気
つ

く
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
に

な
る
べ
き
だ
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

昨
今
、「
三
位
一
体
の
改
革
」「
自

立
し
た
地
方
自
治
」
と
、
地
方
自
治

の
発
展
を
め
ぐ
る
論
議
が
急
速
に
高

ま
っ
て
お
り
ま
す
。
国
の
財
政
難
か

ら
地
方
自
治
体
の
自
立
が
叫
ば
れ
、

「
そ
の
自
立
こ
そ
が
地
方
自
治
改
革

の
チ
ャ
ン
ス
だ
」
と
、
新
聞
や
テ
レ

ビ
で
「
市
町
村
合
併
」「
協
働
事
業
」

と
い
っ
た
話
と
し
て
連
日
の
よ
う
に

取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

私
個
人
と
し
て
は
、
市
民
の
声
が

自
治
政
治
に
直
接
反
映
す
る
よ
う
な

シ
ス
テ
ム
が
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、

「
自
立
し
た
地
方
自
治
体
」
は
大
変

期
待
で
き
る
も
の
だ
と
感
じ
て
お
り

ま
す
。

し
か
し
、
理
論
ば
か
り
が
大
き
な

声
で
振
り
か
ざ
さ
れ
て
い
る
ご
時
世

で
、
情
報
が
先
走
り
、
仕
事
や
時
間

に
追
わ
れ
、
何
よ
り
も
身
近
に
あ
る

素
晴
ら
し
い
郷
土
の
香
り
を
、
じ
っ

く
り
と
感
じ
た
こ
と
の
無
い
こ
と
に

気
が
つ
き
ま
す
。

当
た
り
前
の
景
色
を
心
穏
や
か
に

感
じ
る
こ
と
が
本
当
の
「
自
治
愛
」

で
、
そ
の
心
が
「
市
民
協
働
」
や

「
自
立
し
た
地
方
自
治
」
の
確
立
に

つ
な
が
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
う
ち
く
は
と
も
あ
れ
、「
あ
ん

た
ら
っ
ち
ゃ
、
高
岡
に
一
回
遊
び
に

来
ら
れ
。
い
い
所
や
よ
」（
皆
さ
ん
、

高
岡
に
一
度
遊
び
に
来
て
く
だ
さ

い
。
良
い
所
で
す
よ
）

浅草寺の五重塔

東
京
・
浅
草
の
浅
草
寺
で
二
月
二
十
二
日
に

開
催
さ
れ
た
春
の
全
国
研
修
会
に
先
立
っ
て
、

同
寺
で
開
か
れ
た
委
員
会
で
は
様
々
な
意
見
が

出
さ
れ
た
。
委
員
会
の
様
子
は
「
東
京
の
浅
草

寺
で
春
の
全
国
研
修
会
」
の
項
で
少
し
触
れ
て

は
い
る
が
、
そ
の
論
議
の
中
身
を
も
う
少
し
具

体
的
に
報
告
す
る
。

〔
総
務
委
員
会
〕

青
年
部
・
女
性
部
の
創
設
に
つ
い
て
論
議
さ

れ
た
。
青
年
部
に
つ
い
て
は
後
継
者
育
成
の
観

点
か
ら
入
り
、
年
齢
制
限
に
つ
い
て
フ
リ
ー
あ

る
い
は
五
十
歳
未
満
な
ど
の
意
見
が
出
た
。

女
性
部
に
つ
い
て
は
、
経
営
者
に
限
る
か
、
女
性
経
営
者
の
パ
ー
ト
ナ
ー

に
も
参
加
し
て
も
ら
う
か
の
議
論
が
あ
っ
た
。

両
部
の
創
立
に
は
異
論
は
な
い
が
、
そ
の
準
備
と
し
て
、
ま
ず
事
務
局
か

ら
各
組
合
員
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
出
し
、
回
収
後
に
各
地
区
協
議
会
レ
ベ
ル
の

加
入
策
を
考
え
て
い
く
方
向
を
と
る
こ
と
に
な
っ
た
。

〔
広
報
委
員
会
〕

委
員
会
と
し
て
は
仏
教
離
れ
に
対
す
る
啓
蒙
活
動
を
軸
に
し
て
、
全
宗
協

の
Ｐ
Ｒ
等
の
活
動
を
進
め
て
き
た
。
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
、
ポ
ス
タ
ー
、
シ
ー
ル

の
作
成
し
か
り
で
あ
る
。

現
在
、
年
三
回
発
行
さ
れ
て
い
る
会
報
に
つ
い
て
は
、
広
報
媒
体
の
一
つ

と
し
て
考
え
て
み
た
い
が
、
組
合
員
以
外
の
誰
も
が
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
る
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
こ
そ
先
決
と
の
意
見
も
出
た
。

〔
会
員
増
強
委
員
会
〕

会
員
増
が
続
い
て
い
る
が
、
要
因
は
仏
事
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
資
格
制
度
と

賛
助
会
員
（
お
た
め
し
会
員
）
制
度
が
大
き
い
。
こ
れ
か
ら
も
組
合
員
各
位
の

よ
り
一
層
の
リ
ク
ル
ー
ト
（
求
人
）
が
大
事
で
あ
り
、
同
時
に
仏
事
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
制
度
を
テ
コ
に
新
規
加
入
の
〝
掘
り
起
こ
し
〞
に
努
め
て
い
き
た
い
。

な
お
、
お
た
め
し
会
員
制
度
は
こ
の
三
月
で
終
了
す
る
。

な
ど
が
話
し
合
わ
れ
、「
青
年
部
・

女
性
部
の
創
設
」
に
関
し
て
は
、

ま
ず
各
組
合
員
の
声
を
聞
こ
う
と

い
う
こ
と
で
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

2月22日の委員会から

委員会では熱の入って議論が続いた。
手前は広報委員会、向こうは総務委員会

竹澤惠子さん

〜
春
の
高
岡
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
〜

サ
カ
エ
金
襴
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長
　
竹
澤
惠
子



カンボジア・ベトナムコースで４月17日～21日に行われ

る全宗協初の海外研修の参加者は28人となった。

今回の海外研修は昨年11月の役員会で実施が決定され

た。成田空港発の“成田組”と関西空港発の“関空組”の

２グループに分かれて別便で出発し、ホーチミン市で合流

する。

参加者は成田組と関空組を合わせて28人となった。一行

は４月17日に出発（成田組は午前10：30分、関空組は同11

時15分）し、20日夜にホーチミンを発ち（成田組は午後11

時40分、関空組は同11時30分）、機内で一泊して21日早朝

に成田空港、関西空港に帰国する。ホーチミン市では全宗

協組合員が経営する仏壇製造工場を視察、カンボジアでは

世界遺産となっているアンコールワット観光や東南アジア

最大の湖であるトレンサップ湖遊覧などを楽しむ。

海外研修の団長は全宗協事業委員会の小堀賢一委員長がつとめる。コース

設定など全般に関わってきた事業委員会の池田典明副委員長は、「私も参加

しますが、世界に目を向けて視野を広め、そして組合員の皆さん方と親睦を

深めるうえで格好の機会だと思っています。無事な旅であることを祈るとと

もに、実りある旅行になってほしいと願っています」と話している。
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第
十
九
回
と
な
る
通
常
総
会
は
、
五
月
十

七
日
に
神
戸
市
の
「
神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ

ル
」（
神
戸
市
中
央
区
港
島
中
町
）で
開
か
れ
る
。

神
戸
市
で
の
通
常
総
会
は
初
め
て
だ
。
総
会

で
は
平
成
十
八
年
度
事
業
計
画
な
ど
の
ほ
か

に
役
員
改
選
も
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
昨
年
、
政
策
提
言
委
員
か
ら
出
さ
れ
た

答
申
に
基
づ
き
、「
青
年
部
・
女
性
部
の
創
設
」

「
仏
壇
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
」
と
い
っ
た
事
業

化
が
検
討
さ
れ
て
い
る
中
で
の
総
会
で
あ
り
、

新
し
い
時
代
に
向
け
て
の
〝
再
出
発
〞
を
強

く
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
と
な
る
。

会
場
と
な
る
「
神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
」

は
、
港
内
に
つ
く
ら
れ
た
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン

ド
に
あ
る
。
本
館
と
南
館
が
あ
り
、
本
館
は

三
十
一
階
、
南
館
は
十
六
階
。
海
に
囲
ま
れ
、

異
国
情
緒
あ
ふ
れ
る
神
戸
の
パ
ノ
ラ
マ
が
楽

し
め
る
。
Ｊ
Ｒ
三
宮
駅
か
ら
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

で
十
五
分
ほ
ど
だ
。

阪
奈
兵
和
地
区
で
の
通
常
総
会
は
、
昨
年
四

月
に
起
き
た
Ｊ
Ｒ
福
知
山
線
の
快
速
電
車
脱
線

事
故
で
、
地
区
協
議
会
長
だ
っ
た
武
部
譲
治
氏

が
亡
く
な
ら
れ
た
こ
と
で
、
一
時
、
開
催
が
危
惧

さ
れ
た
が
、「
武
部
氏
の
遺
志
を
大
事
に
し
た
い
」

と
い
う
地
区
協
議
会
の
熱
意
で
、
神
戸
市
で
の

開
催
が
決
ま
っ
た
。
阪
奈
兵
和
地
区
協
議
会（
片

山
昭
夫
会
長
）で
は
、
佐
倉
弘
氏
が
実
行
委
員
長

と
し
て
準
備
を
進

め
て
い
る
。

二
日
目
は
親
睦

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
と

オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
ツ

ア
ー
が
行
わ
れ
る
。

親
睦
ゴ
ル
フ
コ

ン
ペ
は
六
甲
国
際
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
（
神
戸
市
北

区
山
田
町
）
で
朝
八
時
四
十
九
分
ス
タ
ー
ト
。

五
組
二
十
人
の
予
定
人
員
に
な
り
次
第
、
締

め
切
る
。
参
加
費
は
一
人
一
万
円
（
プ
レ
イ
費

等
は
各
自
精
算
）。
コ
ン
ペ
終
了
後
に
は
表
彰

式
が
あ
る
。

オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー
は
午
前
十
一
時
に

ホ
テ
ル
を
出
発
、
中
華
料
理
の
昼
食
と
明
石

海
峡
周
遊
ク
ル
ー
ズ
を
楽
し
み
、
午
後
二
時

半
頃
に
新
神
戸
駅
着
の
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

二
十
五
名
の
予
定
人
員
に
な
り
次
第
、
締
め

切
る
。
参
加
費
は
一
人
一
万
円
（
昼
食
付
き
）。

こ
の
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
と
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル

ツ
ア
ー
と
は
別
個
に
、
新
し
い
試
み
と
し
て
、

総
会
当
日
の
十
七
日
に
は
神
戸
市
内
を
め
ぐ

る
ツ
ア
ー
も
あ
る
。
夫
人
同
伴
で
総
会
に
参

加
し
た
人
た
ち
の
ご
夫
人
を
対
象
と
し
て
い

る
。
午
前
十
一
時
に
出
発
、
北
野
異
人
館
街

や
南
京
町
を
散
策
す
る
。
定
員
は
十
六
人
。

参
加
費
は
一
人
九
千
五
百
円
（
昼
食
付
き
）。

二木博之 ㈱ふたきや
埼玉県秩父市中宮地町25‐22

依岡敏治 ㈱よりおか
高知県宿毛市平田町戸内6280‐11

鈴木義人 ㈲迦葉
静岡県浜松市立野町131‐2

進藤廣二 ㈲進藤神具店
福岡市博多区上川端町12‐186

藤瀬　剛 ㈲安心堂仏壇店
宮崎市橘通西2‐4‐16

弦牧哲雄 多宝堂
大阪市天王寺区逢阪1‐3‐11

津崎正幸 ㈱津崎商店
大阪市阿倍野区文の里4‐19‐2

宮崎　肇 ㈱宮崎
千葉県香取郡小見川町油田824‐1

丸屋輝夫 ㈱丸屋佛檀店
北海道苫小牧市双葉町3‐10‐8

渡部光二 ㈲小柳仏壇店
北海道北見市本町5‐2‐8

中 かほる ㈲佛光堂中 佛檀店
青森市本町2‐6‐11

大澤静可 ㈱メモリアルアートの大野屋
東京都豊島区高田3‐13‐2

荒川隆雄 荒川堂
栃木県鹿沼市茂呂2595‐2

市川幸男 ぶつだんの天照堂
大阪府富田林市甲田1‐9‐1

深谷　充 ㈲深谷仏具店
静岡県袋井市高尾町9‐14

新規加入（4月1日付）の組合員の皆さん
（敬称略）

4月17日～21日、カンボジア・ベトナムコース
仏壇製造工場視察やアンコールワット観光

団長をつとめる
小堀賢一氏

事業委員会の
池田典明副委員長

神戸市のタウンマップ

「
新
し
い
時
代
へ
の
再
出
発
」
強
く
ア
ピ
ー
ル
へ

―
―
神
戸
で
五
月
十
七
日
に
第
十
九
回
通
常
総
会
―
―--

総
会
当
日
に
夫
人
対
象
の
市
内
め
ぐ
り
ツ
ア
ー
も

全宗協初の海外研修に28人参加
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私
も
古
希
を
迎
え
、
仕
事
も
現
役
を
は
ず
れ
、

後
続
へ
と
バ
ト
ン
を
渡
し
つ
つ
あ
る
と
こ
ろ
だ

が
、
事
業
環
境
は
と
い
う
と
、
世
の
中
バ
ブ
ル
が

は
じ
け
、
成
熟
、
物
あ
ま
り
、
二
十
一
世
紀
は
心

の
時
代
と
い
わ
れ
な
が
ら
も
、
青
少
年
の
非
行
、

犯
罪
、
大
人
が
子
供
を
、
子
が
親
を
殺
す
。
物
騒

な
世
の
中
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
神
も
仏
も
な
い

人
間
不
信
の
時
代
に
入
っ
た
よ
う
だ
。

「
贅
沢
と
過
度
の
文
明
は
人
間
を
ス
ポ
イ
ル
す
る
」

と
は
よ
く
言
っ
た
も
の
だ
。

か
つ
て
法
隆
寺
管
長
の
高
田
好
胤
さ
ん

が
、
日
本
は
「
物
で
栄
え
て
心
で
滅
ぶ
」

と
警
鐘
を
鳴
ら
さ
れ
て
お
ら
れ
た
が
、

今
や
そ
の
様
相
を
呈
し
て
き
た
よ
う
だ
。

作
家
の
五
木
寛
之
さ
ん
は
、
こ
こ
数
年
、

年
間
自
殺
者
三
万
人
の
記
録
更
新
（
阪
神
淡

路
大
震
災
が
年
六
回
起
き
て
い
る
こ
と
と
同
じ
こ

と
）
を
憂
い
、
京
セ
ラ
の
稲
森
和
夫
さ
ん
は
、「
何

の
た
め
に
生
き
る
の
か
」
と
、
日
本
人
が
失
い
か

け
て
い
る
心
を
憂
い
て
お
ら
れ
る
。

手
前
ご
と
で
恐
縮
だ
が
、
四
十
数
年
前
、
私
が

今
の
仕
事
を
や
り
始
め
た
頃
が
思
い
出
さ
れ
る
。

見
習
い
と
し
て
親
父
の
出
張
に
つ
い
て
行
っ
た

こ
と
が
あ
る
。
仏
壇
屋
さ
ん
を
回
り
な
が
ら
、
そ

ば
で
話
を
聞
い
て
い
る
と
、
息
子
さ
ん
が
大
学
に

行
っ
て
店
を
継
が
な
い
と
い
う
。
そ
れ
も
そ
の
は

ず
、
当
時
は
、
仏
壇
は
控
え
目
で
宣
伝
も
な
け
れ

ば
、
今
日
の
よ
う
な
業
界
等
と
と
て
も
言
え
る
も

の
で
は
な
く
、
そ
の
子
ど
も
で
す
ら
学
校
友
達
に

自
分
の
家
の
職
業
を
恥
ず
か
し
く
て
い
え
な
い
有

様
だ
っ
た
。（
地
方
に
よ
る
か
も
し
れ
な
い
が
）

う
ち
の
親
父
も
や
は
り
先
代
か
ら
説
得
さ
れ
、

こ
の
道
に
入
っ
た
も
の
だ
か
ら
、
こ
の
商
売
の
尊

さ
、
誇
り
を
お
こ
が
ま
し
く
も
説
き
な
が
ら
、
回

っ
て
い
た
こ
と
を
私
の
心
に
し
っ
か
り
イ
ン
プ
ッ

ト
さ
れ
た
。

間
も
な
く
日
本
も
戦
後
復
興
が
な
り
、「
衣
食

足
り
て
礼
節
を
知
る
」
仏
壇
ブ
ー
ム
が
起
き
る
。

お
盆
が
近
く
な
る
と
、
深
夜
ま
で
明
日
の
出
荷

用
の
荷
箱
づ
く
り
。
一
枚
一
枚
、
製
材
し
た
板
材

で
木
箱
を
組
む
の
だ
か
ら
大
変
だ
。
い
よ
い
よ
お

盆
を
迎
え
る
直
前
は
、
仏
壇
の
配
達
が
朝
か
ら
深

夜
ま
で
、
食
事
を
と
る
間
も
な
い
壮
絶
（
？
）
な
戦

い
で
あ
っ
た
。

そ
ん
な
忙
し
い
分
刻
み
の
中
で
も
、
田
舎
な
も

の
だ
か
ら
配
達
先
で
は
、
わ
ざ
わ
ざ
自
分
の
庭
の

池
の
鯉
を
料
理
し
て
お
膳
を
つ
く
っ
て
待
っ
て
い

て
く
だ
さ
っ
た
家
が
多
か
っ
た
。
申
し
訳
な
い
が
、

と
て
も
時
間
が
な
く
ご
馳
走
に
な
れ
ず
、
丁
寧
に

辞
退
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
程
、
仏
壇

を
家
に
設
置
す
る
こ
と
は
、
大
慶
事
だ
っ
た
。
そ

ん
な
時
代
が
懐
か
し
く
感
じ
ら
れ
る
。

今
、
わ
が
業
界
も
ご
た
ぶ
ん
に
も
れ
ず
衰
退
期

に
入
り
、
栄
枯
盛
衰
、
万
物
流
転
は
世
の
習
い
と

の
思
い
を
し
て
い
る
。

そ
の
理
由
は
、
普
及
率
、
小
型
化
、
海
外
等
の

影
響
で
は
あ
る
が
、
し
か
し
こ
れ
ら
は
物
理
的
な

も
の
だ
か
ら
対
策
可
能
だ
が
、
最
も
難
し
い
の
が

信
仰
心
が
薄
ら
ぎ
つ
つ
あ
る
こ
と
で
は
な
い
か
。

物
が
足
り
て
く
る
と
心
が
貧
し
く
な
る
。
神
仏

を
敬
う
心
が
薄
く
な
る
。
人
間
不
信
に
も
繋
が
る
。

「
仏
を
だ
ま
さ
ず
、
人
を
だ
ま
さ
ず
」
の
人
と
し

て
の
根
本
的
な
心
が
乱
れ
て
い
る
こ
と
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

私
は
、
仏
壇
屋
の
息
子
さ
ん
の
結
婚
式
の
祝
辞

は
「
も
し
、
こ
の
地
域
に
青
少
年
の
犯
罪
が
起
き

た
時
に
は
貴
方
達
の
責
任
で
す
よ
。
仏
壇
を
た
く

さ
ん
売
っ
て
社
会
貢
献
し
て
く
だ
さ
い
」
と
、
お

こ
が
ま
し
い
が
、
励
ま
す
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

今
さ
ら
で
は
な
い
が
、
仏
壇
は
日
本
の
繁
栄
と

平
和
の
秘
密
兵
器
、
日
本
伝
統
文
化
の
エ
キ
ス
が

集
約
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
新
し
い
時
代
の

出
発
の
時
、
し
か
し
世
の
中
が
心
の
病
に
お
か
さ

れ
混
沌
と
し
て
い
る
。
世
の
皆
が
本
当
の
心
の
時

代
を
渇
望
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

業
界
の
衰
退
期
か
ら
こ
の
時
代
の
転
換
と
と
も

に
再
び
黎
明
期
へ
と
進
め
て
行
く
に
は
、
先
ず
は

自
分
を
含
め
て
業
界
一
人
ひ
と
り
が
、
改
め
て
こ

の
職
業
の
尊
さ
と
誇
り
を
再
認
識
し
、
次
代
へ
継

い
で
い
く
。
何
百
年
も
か
か
っ
て
築
か
れ
た
伝
統

文
化
で
は
あ
る
が
、
幸
い
こ
の
新
し
い
情
報
化
社

会
で
は
数
十
年
で
再
生
復
興
す
る
の
は
可
能
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
最
高
の
「
日
本
文
化
を
子
孫
に
伝
承
す
る
」

を
一
人
密
か
に
願
い
、
祈
り
続
け
て
い
る
今
日
こ

の
頃
で
あ
る
。

保志正之氏

神
戸
元
町
商
店
街

平
成
十
八
年
度
の
仏
事
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
試
験
は
、
今
年
十
一
月
十
五
日
な
い
し
十

六
日
の
い
ず
れ
か
の
日
に
実
施
す
る
方
向
で

検
討
さ
れ
て
い
る
。

今
年
の
仏
事
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
試
験
は
第

三
回
に
あ
た
る
。
試
験
会
場
は
昨
年
と
同
様
に

東
京
と
大
阪
を
基
本
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る

が
、
受
験
者
が
多
い
場
合
は
、
東
京
・
大
阪
以
外

で
も
実
施
し
て
は
ど
う
か
と
の
声
も
出
て
い
る
。

今
年
の
試
験
の
受
験
受
付
は
、
五
月
十
七

日
に
神
戸
市
で
開
か
れ
る
第
十
九
回
通
常
総

会
か
ら
開
始
す
る
。

な
お
、
昨
年
十
一
月
に
行
わ
れ
た
第
二
回

試
験
で
は
、
東
京
と
大
阪
会
場
合
わ
せ
て
三

百
三
十
二
名
が
受
験
し
、
う
ち
三
百
二
十
二

名
が
合
格
し
た
。

今
年
は
十
一
月
十
五
日
又
は
十
六
日
に
仏
事
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
試
験

神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
か
ら
の
夜
景

神戸空港

日
本
文
化
を
子
孫
に
伝
承
す
る

保
志
卸
セ
ン
タ
ー
代
表
取
締
役
会
長
　
保
志
　
正
之
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知恵とアイデアを絞ったわが社
の“イチオシ商品”をご覧下さ
い。お問い合せは直接当社にお
寄せ下さい。お待ちしておりま
す。直ちにお応えします。数字
は参考上代です。
なお、今回は製造・卸の78社
に呼びかけました。次回は別の
業態のお店にお声をかけます。

●ゲルマニウム入り腕輪念珠
大阪市天王寺区東高津町6‐13
㈱山田念珠堂
（電話06‐6768‐1815）
本来は金属であるゲルマニウムを樹脂成分の中
に含め水晶と合わせ念珠にしました。軽くて使
い良くなっています。箱入りは税別で10,000円

●お線香「青雲アモーレ」
東京都中央区銀座4‐9‐1
㈱日本香堂
（電話03‐3541‐3401）

こだわりの香原料。パッケージデ
ザインは、イタリアの世界的建築
家でデザイナーのイタロ・ルピ。
「青雲アモーレ」はほんものの香
りをもって愛を語り続けるお線香
です。バラ詰め2,000円、40本入
りサック300円。いずれも税抜き
す。箱入りは税別で10,000円

●かたり箱
富山高岡市問屋町151
㈱笠原昇雲堂
（電話0766‐21‐1858）

かたり箱は、本当に大切だった人と
の心の交流、語り合えるお祈りの場
としてうまれたものです。悠久の時
と心のそこからの安らぎ、癒しを私
達に与えて下さいます。高さ約26㎝、
幅約22㎝、奥行き約16㎝。2005グッ
ドデザイン賞・特別賞受賞。税抜き
で24万～26万円

●時計付ワンタッチ香合
京都市下京区堀川通五条下る佐女牛井町140
㈱京念珠刑部
（電話075-351-5310）

クルミ材でできています。一枚のクルミ材を
使っているため身と蓋の目は揃っていますの
で、すっきりとした美しい仕上がりです。記
念品として贈答用にも喜ばれています。価格
は5.5㎝サイズ7,000円、7.5㎝10,000円。いず
れも税込み

●最高級唐木仏壇
「国宝シリーズ【法隆寺 夢殿】」
徳島県板野郡北島町北村字鍋井3-9
森正㈱
（電話088‐698‐3003）

国宝シリーズは日本を代表する国宝
をモチーフに、日本人の根底に流れ
る美意識を具現化しようという画期
的シリーズです。国宝のように永く
受け継がれる家宝としてのお仏壇と
して好評をいただいております。20
号で2,079,000円

●二種桐箱入のきば
京都市中京区烏丸通二条上ル東側
㈱松栄堂
（電話075‐212‐5588）
人気の京線香シリーズの中でも

ファンの多いのきばのお線香に、
絵ロウソクなどを桐箱仕立てにし
た進物用セットです。のきば単寸
小箱4箱詰・絵ロウソク2本・灯火
（ロウソク10本入り）で価格は税別
3,000円
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①会報の内容を今回から「組合員総参加型」「お

店の経営に役立つ紙面」に改めると同時に、全

面カラー化に踏み切りました。新商品紹介、女

性コーナーなどへの皆様の積極的な寄稿をお待

ちしております。今後は短歌・俳句、川柳、写

真などのコーナーも設ける計画でいます。

②全宗協ホームページをグレードアップします。

従来の内容に一般消費者向けコンテンツを追加

します。

③業態調査（17年11月実施）へのご協力ありがと

うございました。集計結果は次の通りです。

組合員の主な業態

製造業　　　57（17％）

卸売業　　　41（12％）

小売業　　217（65％）

回答なし　　20（ 6％）
※この業態は、現在作成中の新しい名簿に個々に登載
いたします。

④「日々感謝」のポスターを、お一人100枚まで

無料で差し上げます。数量に限りがありますの

でお早めにどうぞ。送料はご負担願います。

⑤市町村合併に伴い、住所変更があった方はお知

らせください。また、社名等の誤字、電話・

FAXの確認も再度お願いします。新年度の名簿

を作成中です。

⑥経済産業省等から組合員の皆様へ周知依頼があ

りました。

（A）「グリーン物流パートナーシップ会議」へ

の参加

17年2月の「京都議定書」批准及び本年4

月の「省エネ法」改正を受けて、荷主企業

と物流事業者が協働して環境対策（特に

CO2削減）の自主的取り組みを促進するも

の。会員制でメンバー登録が必要です。

（B）「省エネ法」改正（18年4月1日施行）

地球温暖化防止、世界的なエネルギー需要

の逼迫等を受けて、エネルギー使用の合理

化を進めるため、①指定工場・事業所に係

るエネルギー消費等報告②指定荷主に係わ

る輸送量報告などを義務付けるもの。

（C）その他

（a）金融機関等詐称詐欺の注意喚起（知事）

（b）電気用品安全法における旧法（電気用

品取締法）表示商品の販売猶予期間に

ついて

（c）「高年齢者雇用安定法」改正（全国中央

会）

九
州
地
区
で
は
、
拡
大
委
員
会
を
含

め
て
地
区
協
議
会
を
毎
年
四
回
程
度
開

い
て
い
ま
す
。

地
区
の
特
徴
と
し
て
、
日
本
宗
教
用

具
九
州
連
合
会
（
九
宗
連
、
吉
川
礼
蔵
会

長
）
と
常
時
連
携
し
な
が
ら
、
会
や
事
業

を
進
め
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
と

思
い
ま
す
。

九
州
の
各
事
業
所
に
は
、
古
く
か
ら

優
秀
な
職
人
さ
ん
が
揃
っ
て
い
ま
す
。

特
に
北
部
で
は
寺
院
仏
具
の
製
作
が
盛

ん
で
す
が
、
こ
れ
ら
は
優
秀
な
職
人
さ

ん
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
の
で
す
。

ま
た
家
庭
用
仏
壇
な
ど
国
の
伝
統
的
工

芸
品
と
し
て
の
指
定
を
受
け
て
い
る
八

女
福
島
仏
壇
や
川
辺
仏
壇
が
急
速
に
発

展
し
、
現
在
も
全
国
に
向
け
て
盛
ん
に

出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
区
内
に
は
業

界
唯
一
の
上
場
企
業
も
あ
り
ま
す
。

九
州
地
区
協
議
会
の
母
体
と
も
い
え
る

九
宗
連
は
、
三
十
年
以
上
の
歴
史
が
あ

り
、
毎
年
、
各
地
区
持
ち
回
り
で
総
会

を
開
い
て
い
ま
す
。

九
州
地
区
か
ら
の
報
告

九
州
地
区
協
議
会
会
長
　
中
堂
薗
福
丸

中堂薗福丸氏

事務局からのお知らせ

活
動
は
多
岐
に
わ
た
り
、
ポ
ス
タ
ー
、

し
お
り
、
広
告
は
が
き
等
を
作
成
し
、

広
く
配
布
す
る
と
と
も
に
、
品
質
表
示

ス
テ
ッ
カ
ー
貼
付
け
も
強
力
に
推
進
し

て
お
り
ま
す
。
全
宗
協
を
通
し
て
の
情

報
収
集
も
意
欲
的
で
す
。
懇
親
会
や
ゴ

ル
フ
コ
ン
ペ
も
和
気
あ
い
あ
い
の
中
で

よ
く
行
っ
て
お
り
、
情
報
交
換
に
役
立

て
て
い
ま
す
。

今
後
の
両
者
の
役
割
分
担
と
し
て
は
、

事
業
は
全
宗
協
、
懇
親
会
や
ゴ
ル
フ
コ

ン
ペ
は
九
宗
連
と
す
る
こ
と
と
し
、
三

月
二
十
四
日
の
地
区
総
会
に
諮
り
、
決

定
し
ま
し
た
。

九
州
地
区
は
今
後
も
こ
の
友
誼
団
体

と
よ
り
一
層
の
連
携
を
深
め
つ
つ
、
地

に
つ
い
た
活
動
を
積
極
的
に
展
開
し
て

い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

春の全国研修会から
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▽
全
宗
協
の
会
報
は
、
春
の
全
国
研
修
会
、
五
月
の
通
常
総
会
、
秋

の
全
国
研
修
会
の
時
点
を
と
ら
え
て
、
年
三
回
発
行
さ
れ
て
い
る
。

今
回
の
発
行
号
か
ら
全
面
カ
ラ
ー
刷
り
と
な
っ
た
。
ご
覧
に
な
っ
て

の
感
想
は
い
か
が
な
も
の
だ
ろ
う
か
。
従
来
の
モ
ノ
ク
ロ
版
に
比
べ

て
〝
様
変
わ
り
〞
の
感
が
す
る
紙
面
を
見
て
、「
読
ん
で
み
よ
う
」
と

よ
り
積
極
的
な
気
持
ち
に
な
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
だ
。、

▽
カ
ラ
ー
化
に
踏
み
切
っ
た
理
由
は
、
ひ
と
こ
と
で
言
え
ば
、
会
報
を

も
っ
と
も
っ
と
組
合
員
の
身
近
な
も
の
に
し
て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
に

尽
き
る
。
会
報
は
全
宗
協
が
目
指
し
て
い
る
方
向
な
ど
を
知
っ
て
も
ら

う
上
で
極
め
て
大
事
な
存
在
だ
。
言
う
な
ら
ば
、
全
宗
協
と
い
う
全
国

組
織
と
組
合
員
を
結
び
つ
け
る
橋
渡
し
の
役
を
担
っ
て
い
る
。

▽
と
こ
ろ
が
残
念
な
こ
と
に
、
組
合
員
か
ら
は
「
時
々
し
か
読
ま
な

い
」「
あ
ま
り
読
ん
だ
こ
と
が
な
い
」
と
い
う
声
を
聞
く
。
な
ぜ
な
の

だ
ろ
う
と
考
え
る
が
、「
手
に
と
っ
て
み
よ
う
」
と
い
う
〝
魅
力
〞
に

欠
け
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。「
見
た
目
に
美
し
く
て
素
敵
」
と
い

う
ビ
ジ
ュ
ア
ル
（
視
覚
）
的
な
セ
ン
ス
が
要
求
さ
れ
る
時
代
で
あ
る
。

会
報
も
ビ
ジ
ュ
ア
ル
時
代
に
合
っ
た
も
の
で
あ
っ
て
い
い
。
カ
ラ
ー

化
の
理
由
に
は
、
そ
う
し
た
考
え
も
一
つ
あ
っ
た
。

▽
し
か
し
、
色
刷
り
し
た
だ
け
で
〝
事
足
れ
り
〞
で
は
な
い
。
問
題

は
紙
面
の
内
容
だ
。
紙
面
は
ご
覧
の
通
り
、
新
商
品
の
紹
介
や
女
性

の
コ
ー
ナ
ー
の
新
設
な
ど
、
構
成
を
大
き
く
変
え
た
。
こ
う
し
た
構

成
に
し
た
ね
ら
い
は
二
つ
あ
る
。
ひ
と
つ
は
「
組
合
員
総
参
加
型
の

紙
面
づ
く
り
」
を
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
も
う
ひ
と
つ
は

「
お
店
の
経
営
に
役
立
つ
紙
面
づ
く
り
」
で
あ
る
。
短
歌
・
俳
句
欄
を

設
け
る
こ
と
も
考
え
て
い
る
。

▽
仏
壇
仏
具
業
界
は
〝
荒
波
の
時
代
〞
の
中
に
あ
る
。
ど
う
乗
り
切

っ
て
ゆ
く
か
。
経
営
者
は
、
誰
も
が
自
店
活
性
化
の
知
恵
を
欲
し
が

っ
て
い
る
。
会
報
が
そ
の
一
助
に
な
れ
ば
、
と
い
う
こ
と
か
ら
、
役

に
立
つ
紙
面
づ
く
り
の
発
想
は
生
ま
れ
た
。「
組
合
員
総
参
加
」
は
、

こ
と
さ
ら
に
説
明
は
い
る
ま
い
。
こ
れ
か
ら
は
皆
さ
ん
の
お
店
に
、

「
会
報
用
に
寄
稿
を
よ
ろ
し
く
」
と
い
う
お
願
い
電
話
が
、
事
務
局
か

ら
い
く
か
も
し
れ
な
い
。

▽
全
宗
協
は
平
成
二
十
年
三
月
に
創
立
二
十
年
を
迎
え
る
。
大
き
な

節
目
の
年
と
な
る
わ
け
だ
が
、
そ
の
時
に
あ
た
っ
て
全
宗
協
で
は
今
、

「
青
年
部
・
女
性
部
の
創
設
」「
仏
壇
マ
イ
ス
タ
ー
制
度
の
創
設
」「
仏

壇
コ
ン
テ
ス
ト
の
開
催
」
な
ど
の
事
業
化
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
安

田
理
事
長
の
い
う
よ
う
に
、
全
宗
協
は
ま
さ
に
〝
革
新
の
と
き
〞
に

入
っ
て
い
る
。
会
報
も
ま
た
、
革
新
の
時
な
の
で
あ
る
。

地区名 逝去日 組合員 逝去者

阪奈兵和地区 17年10月7日 仏具のサロンナーム ご母堂小糸様 享年95歳

東海地区 18年2月13日 ㈱ぬし与仏壇店 ご母堂まつ子様 享年87歳
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